
様式 

鶴ヶ島市附属機関会議録 

【開催概要】 

会議名 令和４年度 第１回杉下小学校学校運営協議会 

日時 
令和４年５月１２日（木） 

１３時１５分～１５時３０分 

場所 杉下小学校 １階多目的室 

出席委員 

青柳前会長、添田前副会長、小嶋前副会長、齊藤委員、田口委員、千

葉委員、瀧嶋委員、北村委員、大沼委員、宮田委員 

杉下小学校長 

欠席委員 長峰委員 

事務局 教頭、主幹教諭 

議題 

(1) 鶴ヶ島市学校運営協議会規則について 

(2) 杉下小学校学校運営協議会会長・副会長の選出について 

(3) 令和４年度教育目標及び運営方針（案）について 

(4) 情報交換・意見交換(授業参観)について 

(5) 令和４年度藤小学校運営協議会年間計画について 

配布資料 

資料１ 鶴ヶ島市学校運営協議会規則 

資料２ 鶴ヶ島市第３期教育基本方針 

資料３ 令和４年度杉下小学校経営方針 

資料４ 令和４年度杉下小学校グランドデザイン 

公開・非公開 公開 

傍聴人数 ０人 

会議要旨 

（１）鶴ヶ島市学校運営協議会規則について 

・全委員にて確認 

（２）学校運営協議会会長・副会長の選出について 

・会長 青柳裕子 様 

・副会長 添田浩三 様  小嶋清美 様 

（３）令和４年度杉下小学校経営方針・承認について 

   ・今年度の方針についての承認 

（４）情報交換・意見交換(授業参観)について 

・授業参観による児童や学習活動の様子について 

（５）学校運営協議会年間計画について 

   ・全委員で確認 

 

【議事概要】 

はじめに 

・教育委員会学教育長挨拶（代読）並びに校長挨拶 

・委嘱状の手交 

 

 議題（１） 鶴ヶ島市学校運営協議会規則についての確認 

 ＜事務局＞から 



  資料を基に、各委員に対して周知・確認をした。 

＜委員達＞ 

意義はなかった。 

 

議題（２）学校運営協議会会長・副会長の選出について 

＜事務局＞から 

選出の方法について、「立候補による方法」と「指名推選による方法」がある

が、「指名推選による方法」で良いか提案した。 

 ＜委員達＞から 

  異議はなかった。 

 ＜事務局＞から 

  「指名推選による方法」としたいことと、推選者を募った。 

 ＜事務局＞から 

  指名推薦により青柳前会長を杉下小学校学校運営協議会の会長・添田前副会

長・小嶋前副会長を副会長に指名した。 

＜委員達＞ 

意義はなかった。 

 

～ここからは、新会長が議長となって協議を行った～ 

  

 議題（３）令和４年度杉下小学校経営方針・承認について 

 ＜校長より＞ 

配布資料をもとに、事務局が説明 

説明要旨 

・学校教育目標、目指す学校像と児童像・教師像について 

・学校経営方針について 

・本年度の重点につて 

 ＜会長＞ 

 採決をした。令和４年度杉下小学校経営方針・承認（案）について多数決を

実施した。 

 ＜委員達＞ 

  拍手全員で可決した。 

 

 議題（４）意見交換(学校経営方針・授業参観)について 

 ＜大沼委員より＞ 

◎子どもたちが学び合う姿が見られた。ICT の充実において、どのような職員の統 

一指導があるのか 

＜校長＞ 

市として、３年生以上で使っていく。ICT を使って意見交換や発表を行うように 

している。また、ミライシードを使っている。どちらも月２回以上を目標として 

いる。現段階で、月２回以上はどのクラスも積極的に使用している。 

  ＜北村委員より＞ 

◎朝の児童の挨拶で元気をもらっている。登校時の喋らないようにという指導をし 

ているか 



＜校長＞ 

コロナ発生当初はそういう指導もあったかもしれないが、コロナと上手に付き合 

っていくという観点とコミュニケーションをうまく取るという観点で上手に付 

き合っていく必要があると考える。 

 ＜田口委員より＞ 

◎読書のすすめでは特別なプログラムはあるか。最近は文章を読まない大人も多い。 

学びノートと同じぐらい読書の量を大切にしてほしい。 

 ＜校長＞ 

学校司書がいろいろと考えてお話や読み聞かせをしている。またラプンツェルと 

いう団体が読み聞かせを週１回している。昨年度までは、読書のことを触れてい 

なかったこともあり、今年度は文としていれた。読む時間、話を聞く時間を学校 

の中で入れたいという思いがある。 

＜滝嶋委員より＞ 

◎PTA との連携等、地域人材の活用は何か目星はありますか。地域にはいい人材が 

たくさんいるので、ぜひ活用していただきたい。 

＜校長＞ 

茶道体験、長峰園のお茶体験、家庭科の調理実習、裁縫、図工のノコギリ指導等 

が考えられる。コロナの状況を見てお願いしていきたい。 

＜千葉委員より＞ 

◎異世代交流会を実施していたが、今年はどうだろうか 

＜校長＞ 

今年度は昔遊びを計画はしているが、コロナの状況を見てお願いしていきたい。 

＜斎藤委員より＞ 

◎いじめの防止、不登校支援の実態はどんな感じなのか。先生の方の働き方改革を 

どのようにすすめているのか 

＜校長＞ 

◎いじめはちょっとしたトラブルでもいじめとして認知している。年間５回のアン 

ケートと、年２回の QU テストを実施。その後、面談をしたのち、最低３ヶ月の 

見届けをしている。不登校については今のところ６人程度。年度末にはコロナに 

よる欠席も含めているので大きな数になる。働き方改革は市内では進んでいる。 

４月は２５名中５名が４５時間を過ぎている状況。８０時間を超える人はいない。 

かえる会議を月１回実施して、ボトムアップをはかる。また、授業の入れ替えを 

し、持つ教科数を少なくする取り組みをしている。担任以外が授業を持つメリッ 

トもある。職員会議の提案の仕方を統一し、時間短縮している。 

＜滝嶋委員より＞ 

◎花や景色を見て、きれいだなと感じられる気持ちをもたせることは重要。地域で 

も景観を大事にしていきたい。小さいうちに持ったその気持ちは一生の宝となる。 

＜小嶋委員より＞ 

◎昨日から毎週水曜日に放課後子供教室（子供サロン）を始めた。地域の中で宿題 

や遊びを一緒にやっている。昨日は３時から、２年生３人が親と一緒に来た。 

＜青柳委員より＞ 

◎いじめ、不登校、先生の働き方はとても重要である。いじめの件も地域とフラン 

クに話せるようになるとよい。 

＜田口委員より＞ 



◎コロナより前は SOS の家（８０）、応援団の家（８０）に児童が玄関でチャイム 

を押してプリントを配っていた。子供と地域との繋がりができていた。 

＜千葉委員より＞ 

◎地域の人材（添田さんは書道の先生など）をもっと使えると良い。 

＜添田委員より＞ 

◎指導を頼まれれば準備はできている。今日のカタカナの指導はよく入ると思った。 

楽しく学べると良いと思った。 

＜宮田委員より＞ 

◎地域の人材活用、体験学習は児童の成長の良い機会だと思うので、もっとどんど 

んやったほうが良い。以前の校庭でのキャンプファイヤーなどはとてもよかった。 

学び合いの校内研修を続けて行けると良い。 

＜校長＞ 

今年度も校内研修を続けていく。 

＜事務局＞ 

杉下は花がきれいな学校だといろいろなところで言われています。保護者や地域 

のおかげです。 

 

議題（５）学校運営協議会年間計画について 

 ＜事務局より＞ 

配布資料をもとに、事務局が説明 

説明要旨 

今年度は、感染症対策を十分に行い、計画通り実施する予定である。 

＜会長＞ 

 採決をした。学校運営協議会年間計画について委員に採決を求めた。 

 ＜委員達＞ 

  拍手全員で可決した。 

 

  連絡事項 

＜事務局より＞ 

・次回の日程確認 

次回は令和４年７月８日（金）午後 1時１５分からの予定 

 

 ＜会長＞ 

  本日の日程は以上です。と閉会宣言をした。 

  

 ※公開用の会議録は、発言者の委員の名前や個人情報があった場合は、氏名を伏

せてください。 


